
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(９) 埼玉県農業経営課 専門技術員 大川恵美子がまとめ
た「家族経営協定締結農家の実態調査結果と今後の進
め方」の中で報告されている。(2000年）
(10) 農業委員会
地方自治法の規定により市町村に設置が義務付けられ
ている行政機関で、選挙によって選ばれた農業委員を
中心に構成される行政委員会。農業者自らが委員を選
ぶ農業委員会は、公的に認められた唯一の農業者の代
表機関で、農地の権利調整や農業経営の合理化など農
業振興についての対策を進めたり、農業や農業者に関
するさまざまな問題、課題についての意見の公表、あ
るいは諮問に応じての答申をするなど農業や農業者に
関する幅広い役割を担っている。農業委員には選挙の
他、議会などの選任によって選ばれる委員もいる。
2005年６月には、鶴ヶ島市初の女性農業委員が「ひま
わり会」から選任された。
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